
姫路市災害対策本部
姫路市国民保護対策本部
姫路市緊急対処事態対策本部

姫路市Webサイト
災害時の情報入手手段〒670-0940　姫路市三左衛門堀西の町3番地

TEL 079-223-9600（代）

〒650-0031　神戸市中央区東町 126（神戸シルクセンタービル）

日本電気株式会社　神戸支社施工：

［情報連携］ 入電と配信の制御と履歴管理を行います。

本部配備職員や防災関係機関が集まり、
災害対策活動の中枢として、防災情報シ
ステムによる全庁的な情報共有を図り災
害対応を行います。また、平常時には、市
民が防災研修や各種講習等で利用できる
多目的ホールとして活用します。55イン
チ8面液晶ディスプレイにより多彩な映
像を表示できます。
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（災害時優先電話）

災害対策本部
通報受付

発生した災害を迅速に把握し、全庁的な情報共有を行い、
的確な対策活動を行うための意思決定機関

兵庫県 陸上自衛隊 応援協定機関

応援要請

ホットライン

高機能消防指令システム

災害対策本部対策室（多目的ホール）

サーバー群

防災情報システム全体の通信制御を行う
基幹装置です。サーバーは防災センター4
階のサーバー室へ設置し、冗長化・負荷分
散のため、ハードウェアを二重化したFT
サーバ機器を導入しています。

災害対策本部会議室

災害時に市長や関係者が集まり、大型マル
チスクリーンに映しだされた気象情報や
災害現場の状況などを共有・分析し、避難
情報など災害対策の重要な事項について
協議し、決定事項を関係部局に指示しま
す。また、兵庫県や陸上自衛隊との間にホ
ットラインを開設し、応援要請や連絡を確
実かつ速やかに行います。

情報処理室

災害受付専用電話により、市民からの通
報を受付け、情報を処理します。その情報
やさまざまな映像情報を集中管理し、災害
対策本部会議室や災害対策本部対策室に
提供し、的確な状況把握、迅速な意思決定
を支援します。
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防災情報システム
Disaster prevention information system
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防災セグメント②

防災センター

クライアントPCセグメント（庁内システム：かしねっと）

映像機器制御装置

映像機器制御装置
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防災端末
/業務端末
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緊急速報メール

職員参集メール

タイムライン

市公式LINE

ひめじ防災Web

SNS

情報配信
消防局管理装置

危機管理室データ受信機

データ流通基盤（外部）

現場報告用デバイス

情報収集

高所監視カメラ

会議室カメラ

テレビ

映像収集

外部接続

シングルサインオン連携

防災セグメント①

連携サーバー
（CMS/GIS/消防連携）

ロードバランサ

防災情報システム
（FTサーバー×2）

バックアップ
装置

震度情報
NWシステム（親）

DBサーバー

監視サーバー

UPSプリンタ 運用端末装置

Firewall ONU

L3SW

NW機器

災害記録・監視映像表示機能

タイムライン機能 物資管理機能

発令判断支援機能 モバイル避難所登録機能

通報情報管理機能 気象情報管理機能

クロノロジー機能 災害広報機能

ダッシュボード機能 避難所状況管理機能

職員参集機能 被害詳細管理機能

など

防災情報システム
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情報の収集 情報の共有と分析

災害対策活動と市民の皆さまへの情報提供

あらゆる災害に迅速かつ的確に対応するため、
最先端の情報通信技術を駆使して、災害対応を支援します。
災害対策本部は、災害対策活動の中枢拠点として、災害に強く自立的なライフライン機能を備え、早期に災害
対応体制を確立する必要があり、災害時において、迅速かつ的確な意思決定を行い、本部での決定事項を迅速
に関係部局に指示することが求められます。このため、本市では、平成 19年度に災害対策本部に高度映像機器
を備えた会議室や対策室を整備して、地域公共ネットワークを使用した防災情報システムを構築し、また、令和7
年度にシステムの機能強化を図りました。今後とも、本システムを効果的に運用し、市民の皆さまの安全確保と住
みよいまちづくりを目指し、防災体制の充実強化に取り組んでまいります。

姫路市　　防災情報システム

ひめじ防災Web
災害時、平常時ともに市民に
防災情報を提供します。モバ
イル端末においても快適に
閲覧できるレイアウトで提供
します。避難情報は専用画面
を設け、地図上に避難情報の
エリアを表示し、より市民へ
視覚的に状況を伝えます。

ひめじ防災ネット
緊急速報メール・エリアメール
システムで登録した避難所情報や
避難情報をひめじ防災ネットなどと
連携し、市民にメール配信します。
また、必要があれば緊急速報メール、
エリアメールの配信も可能です。

市内や小学校区内の災害情報を地図や集計
データとして把握でき、災害の発生状況や
規模など全体像を短時間で把握することが
できます。

防災情報システムで各班で登録、更新された
情報を時系列でリアルタイムに把握ができ
ます。

気象・河川情報システム
姫路市内および近隣自治体の雨量、水位の
情報をリアルタイムで自動収集します。

災害対策本部では、平常時からＪアラート、高所監視カメラ、震度情報ネットワークシステム、気象・
河川情報システムなどにより、災害監視を常時行っています。災害が発生した際は、情報処理室の
受付専用電話による市民の皆さまからの通報や 119番通報、関係機関からの災害情報など、あらゆ
る方面から災害の情報を収集します。

収集したさまざまな災害関係情報を大型マルチスクリーンに拡大・分割して表示し、情報の把握や共有を効率
的に行います。これらの情報を防災情報システムにより分析し、素早く対策活動に移行します。また、発令判
断支援機能により、河川水位情報や土砂災害警戒情報などから避難発令の推奨区域をシステムの地図上に自
動表示し、災害対策本部等が行う避難発令の意思決定を支援します。

収集・分析された情報は、災害対策本部から防災情報システム等を通じて関係機関に伝えられ、災害活動が
開始されます。また、市民の皆さまには、ひめじ防災Ｗｅｂ、ひめじ防災ネット、市公式LINE、SNSなどと
いったデジタル技術を活用しながら、多重多様な手法を用いて、災害情報を自動配信します。
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災害対策本部会議室

情報処理室 災害対策本部対策室（多目的ホール）

震度情報ネットワークシステム
震度情報ネットワークシステムで姫路市内の
震度情報をリアルタイムで自動収集します。

避難所状況管理機能
避難所で入力した避難所の開設状況等を
自動収集します。

Jアラート情報
Jアラートシステムと連携し、弾道ミサイル
などの国民保護情報や緊急地震速報、津波
情報などをリアルタイムで自動収集します。

通報情報管理機能
市民からの通報を防災情報システムに登録
し、一元管理を行います。

職員参集機能
災害発生時に対策本部から配信するメー
ルに職員が回答し、参集可否や出勤可能
時間等を自動収集します。

クロノロジー機能

モバイル端末により、現場の職員による地点
情報の作成や地図上での位置の確認などが
できます。

地図情報登録機能

ダッシュボード機能
発令地区のエリア、雨量、水位、土砂災害警戒危
険度、ハザードマップを重ね合わせた表示が可
能です。さらに、重ね合わせた情報から避難発令
のレベルと発令地区の候補を自動抽出します。

発令判断支援機能

避難所の管理者が、携帯端末で防災情報シス
テムで更新した情報を確認できます。

モバイル避難所登録機能
被害箇所、措置内容、現場画像等について管理
します。

被害詳細管理機能

● 物資等の供給・輸送
● 避難所の提供

応援協定機関

● 被災者の救護
● 救護所の設置

救護活動
● 初期消火
● 避難所運営
● 地域住民への情報提供

自主防災会の活動

● 消火活動
● 負傷者の救助

消防活動

● 負傷者の救助
● 交通規制
● 被災者の誘導

自衛隊・警察の活動

● 電気・ガス・水道・電話の復旧
● 交通機関の復旧

ライフライン等の確保

タイムライン機能タイムライン機能
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